
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 
社会福祉法人 地域でくらす会 

いくのさん家 
理事長 井上徹 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

法人の理念 ・関係性こそ、その人らしさ  

・どう生きたいか、に立ち返る  

・ひとりの支援は、地域を変える 

この理念をもとに、高齢者が自分らしく生活できるよう支援していきたい。その

ために住み慣れた地域での社会生活が孤立してしまわないように信頼関係を作

り、関係を深めていきたい。施設の中で支援をするだけでなく、家族や地域・医

療など本人を取り巻く様々な関わりが途切れてしまわないように努力する。 

事業所名 
小規模多機能型居宅介護 

大郷いくのさん家 
管理者 瀧村 篤 

 

出席者 
市町村職員 

知見を有する

もの 

地域住民・地域

団体 
利用者 利用者家族 

地域包括支援ｾ

ﾝﾀｰ 
近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

１人 ２人 ３人 １人 ０人 ０人 ０人 １人 １人 ９人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 

確認 

・前回の計画と同様に評価はま

とめて、分かりやすい表現を

使い、事前に評価について説

明をする。 

・推進会議で改善計画の進捗状

況について報告する。 

・管理者は、事業所の職員が外

部の研修に参加出来るように

情報を提供すると共に勤務を

工夫する。 

・意欲が感じられて良いと思い

ます。 

・あんまりきちんとできんのが

本当だと思いますよ。でもそ

のうち段々とまとまっていく

ものです。 

・改善計画の中に送迎や訪問した

時の時間を利用して、担当者が

つきに１回話をする機会をつ

くるとありますが、本当にでき

るのでしょうか？何かのつい

でではなく、話をする機会とし

ての訪問する時間をつくらな

いといけないと思います。 

・研修に参加した人が会議で発表

するというのは伝達講習のこ

とでしょうか？またそれよっ

て職員全体のスキルアップを

図るということでしょうか？ 

・事業所の職員が、利用者さん

の暮らしぶりや生活暦、社会

資源を知る為に訪問する時間

を毎月１回以上つくる。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

・事業所の場所をチラシ等で周

知する。場所を伝えるだけで

なく、入りやすいように、行

事に招待したり、地域行事に

積極的に参加する。 

・今から建物を変えることはでき

ないので、入りやすい人間関係

を築いていかなくてはいけな

い。 

・今から建物を変えることはでき

ないので、入りやすい人間関係

を築いていかなくてはいけな

い。 

・入りやすくなる工夫はかんがえ

ていますか？ 

・入りやすいと思ってもらえる

ように、行事に招待したり、

地域の行事にもっと参加して

人間関係を築く。 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

・地域行事に参画できるように

まずは行事に参加する。 

・介護相談ができる場所である

ことや普段の活動を伝えるた

めに、地図入りの広報誌作成

・分からない、という意見も多

くありました。 

・名前を知っている人が増えた

と思いますが、場所はまだ知

らない人が多いと思います。 

・地域にある病院で介護相談窓

口として活動してみる。 

・地域と関わりが強い団体と一

緒に活動してみるのはどうで

すか？ 

・地域と繋がりが強い団体と協

働し、地域貢献できることを

考える。 

・地域にある病院で介護相談窓

口を定期的に開設する。 



を検討する。 

・地域行事に参加する時は、“い

くのさん家”の職員だと分か

るように目印をつけるように

する。 

・地域包括を会場にした認知症

カフェでレクを提供している

事業所もある。参考にしてみ

てはどうか？ 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

・利用者さんの個別のケースに

応じて、近所の方やとなり組

福祉員さんなどに声掛けをお

願いすることで、地域の方と

一緒になって利用者さんの暮

らしを支えられるように支援

をする。 

・分からない、という意見もおお

くありました。 

・公民館祭への出展で活動の一端

を見る事が出来ました。 

・出向いていく地域というものが

どういう成り立ちなのか、どう

いうものなのかを把握してお

かないといけないと思います。

部落ごとの歴史を頭に入れて

おくと良いと思います。 

・愛の訪問協力員、隣組福祉員は

地域毎の社会福祉協議会の会

長さんが把握しておられます。 

（前回の改善計画を継続） 

・利用者さんの個別のケースに

応じて、近所の方やとなり組

福祉員さんなどに声掛けをお

願いすることで、地域の方と

一緒になって利用者さんの暮

らしを支えられるように支援

をする。 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

・前回の改善計画を継続して、

運営推進会議を利用者さんの

支援や地域課題の解決に活か

せるようにする。 

・分からない、という意見も多

くありました。 

・地域の心配な方の検討という

のは個人情報のこともあるの

で難しい面もあるが、専門知

識を持つ人が集まる会なの

で、活用してはどうか？と思

います。もっと気軽に話せた

ら良いと思います。 

・行政の立場からの話を聞ける

良い機会になっています。 

・認知症の初期段階から関わると

いう話がありましたが、色々な

人がおられるので、対応が難し

い事もあります。隠したいとい

う気持ちの家庭もあります。 

・地域の心配な方の検討という

のは個人情報のこともあるの

で難しい面もあるが、専門知

識を持つ人が集まる会なの

で、活用してはどうか？と思

います。もっと気軽に話せた

ら良いと思います。 

（前回の改善計画を継続） 

・運営推進会議を利用者さんの

支援や地域課題の解決に活か

せるようにする。 

・運営推進会議で事例検討を通

してもっと色んな方と関れる

ようにする。 

・利用者さんの地域の方への働

きかけを継続する。（見守りや

異変があった時に連絡をして

もらうように協力をお願いす

る） 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

・防災計画を見直して、被災時

に避難できない場合の行動マ

ニュアルを作成を検討する。 

・色々な人に防災訓練に参加し

てもらえるように企画・実行

する。 

・防災訓練の日時を伝えて、参

加出来る人にきてもらうよう

にしてはどうか？ 

・防災計画は所定の位置にあり、

自由に閲覧できます。 

・近隣の団体と災害時の協力に

ついて約束し、指定避難所が

開設されるまで、一時避難所

として空きスペースを貸して

いただける事になりました。 

・建物が災害時に役立つ事があ

っても、実際はケアが必要な

人を何人も抱えている状態な

ので頼りにするのは難しいと

思います。 

・防災訓練、避難訓練の日時を

伝えて、運営推進会議のメン

バーや地域に住んでおられる

方などの参加を募る。 



 


